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平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
、
第
三
十
七
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い

て
、
富
士
山
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
正
式
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
三

保
の
松
原
も
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
「
富
士
山
�
信
仰
の
対
象
と
芸

術
の
源
泉
」
の
構
成
資
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
名
山
と
し
て
の
景
観
と
、
古
よ
り
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
ま
た

数
々
の
芸
術
の
源
泉
と
し
て
、
世
界
に
類
を
見
な
い
価
値
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

名
実
共
に
、
日
本
の
象
徴
か
ら
世
界
の
宝
と
な
り
ま
し
た
。

富士山 世界遺産登録

　

平
成
二
十
五
年
九
月
七
日
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
総

会
が
ス
イ
ス
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
、
平
成
三
十
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
事
が
決
定

致
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
開
催
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）
に
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
五
十
六
年
ぶ
り
の
事
と
な
り
ま
す
。
七
年
後
の
開
催

に
向
け
、
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
始
め
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
！！

２
０
２
０



　

今
年
度
は
、
本
会
が
公
益
法
人
へ
の
移
行
が
認
め
ら
れ
、
女

性
部
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
租
税
教
育
を
通
じ
て
「
税
の
啓
発

活
動
」
、
並
び
に
長
年
に
わ
た
る
「
タ
オ
ル
・
石
鹸
持
ち
寄

り
運
動
」
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
寄
贈
や
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
活
動
な
ど
公
益
事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
女
性
の
視
点
で
積
極

的
に
取
り
組
み
、
本
会
へ
の
事
業
活
動
に
寄
与
し
て
参
り
ま
し

た
。
特
に
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
慰
問
に
際
し
ま

し
て
は
、
会
員
各
位
か
ら
温
か
い
御
寄
附
を
頂
き
、
仙
台
の
特

別
養
護
老
人
施
設
等
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
女
性
部
会
は
、
公
益
法
人
金
沢
法
人
会
の
先
陣
に

立
っ
て
地
域
社
会
貢
献
活
動
、
租
税
教
育
な
ど
の
事
業
や
広
報

媒
体
を
通
じ
て
、
不
特
定
多
数
の
皆
様
方
に
も
活
動
の
趣
旨
を

広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

部
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
本
会
並
び
に
税
務
御
当
局
の

お
力
添
え
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
御
支

援
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
の
さ
ら
な
る
成
長
を
願
っ
て

女
性
部
会
長

浅　

野　

正　

子

㈱
浅
野
歯
科
産
業

　

今
年
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
金
沢
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た

鳥
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
女
性
部
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素

か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
、
本
紙
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

女
性
部
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
寄
贈
を
目
的
と
し
た
「
タ
オ
ル
・
石
鹸

持
ち
寄
り
運
動
」
を
平
成
十
二
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、
多

く
の
施
設
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
租
税
教
育
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
租
税
教
室
の
ほ
か
、「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
加
え
た
充
実
し
た
活

動
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
活
動
は
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
ど
も
と
し
ま
し
て

は
大
変
心
強
く
、
こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
お
り

ま
す
が
、
私
ど
も
税
務
行
政
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
適
正
・
公
平
な
課
税
及
び
徴
収
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
納

税
者
の
視
点
に
立
っ
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
・
定
着
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
や
税
務
行
政
の
効
率
化
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
女
性
部
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
・
利
用
促
進
に
積
極
的
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
女
性
部

会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
部
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁

栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

金
沢
税
務
署
長

鳥　

井　

孝　

一

金
沢
税
務
署
長
の
ご
挨
拶

税
務
署
だ
よ
り

e-Taxをご利用ください！
～国税電子申告・納税システム（e-Tax）～

★特に源泉所得税の毎月納付手続等、利用回数の多い手続き
　に大変便利です。

自宅やオフィスなどからインターネットを利用して、

※開始には事前準備が必要です。詳しくはe-Tax ホームページをご覧ください。

の手続きを行うことができます。

①所得税、消費税、法人税、贈与税、酒税及び印紙税の申告
②全税目の納税（ダイレクト納付が便利です）
③各種申請や届出の提出

http://www.e-tax.nta.go.jp
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〜 

社
会
を
支
え
る
女
性
達
の
歩
み 

〜

経
営
と
人
生

　

私
共
「
ゑ
り
華
」
の
資
料
室
に
は
二
万
点
を
超
え
る
加

賀
の
お
国
染
と
加
賀
友
禅
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　

収
集
の
き
っ
か
け
は
、
主
人
が
東
京
か
ら
金
沢
に
戻
る

事
に
な
っ
た
時
、
白
木
屋
勤
務
時
代
に
薫
陶
を
受
け
た
東

京
国
立
博
物
館
の
染
織
室
長
、
山
辺
知
行
先
生
か
ら
、
加

賀
友
禅
の
ル
ー
ツ
を
調
べ
る
と
云
う
宿
題
を
頂
い
た
事
。

昭
和
四
十
一
年
の
晩
秋
、
白
峰
の
道
端
で
偶
然
藍
染
の
端

切
れ
を
見
付
け
て
以
来
、
昭
和
五
十
年
代
中
頃
ま
で
様
々

な
ル
ー
ト
で
資
料
収
集
に
努
め
ま
し
た
。

　

呉
服
店
の
経
営
と
並
行
し
つ
つ
加
賀
の
染
織
の
研
究
に

邁
進
し
、
そ
の
成
果
を
三
部
作
と
し
て
上
梓
す
る
と
、
美

術
館
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
発
表
の
場
が
広
が
り
ま
し
た
。

顧
み
る
と
、
主
人
は
常
に
上
司
、
研
究
者
、
作
家
、
同
業
者
、

お
客
様
等
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
仕
事
も
研
究
も
、
人
と
の
出
会
い
が
基
本
で
あ
り
、

支
え
合
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
も
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

人
生
と
仕
事
を
共
に
歩
み
、
思
い
を
共
有
し
て
き
た
私
に
、

主
人
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
二
人
の
息

子
が
金
沢
の
竪
町
と

東
京
の
青
山
で
そ
れ

ぞ
れ
の
「
ゑ
り
華
」

を
築
い
て
居
り
、
主

人
の
背
中
を
見
て

育
っ
て
く
れ
た
事
へ

の
誇
り
と
、
周
囲
の

方
々
へ
の
感
謝
の
念

は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

私
が
、
本
格
的
に
総
合
建
設
業
「
岡
組
」
の
仕
事

を
始
め
た
の
は
、
主
人
が
病
気
で
三
ヶ
月
間
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
次
の
日
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は

育
児
と
家
事
を
し
な
が
ら
、
建
築
の
簿
記
と
宅
建
の

資
格
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
悲
し
い
か
な
！
実
務

経
験
が
全
く
な
い
私
は
、
一
つ
一
つ
勉
強
で
す
。
パ

ソ
コ
ン
も
必
要
に
迫
ら
れ
、
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
十
一
年
、
主
人
は
す
っ
か
り
元
気

に
な
り
ま
し
た
が
、
私
も
代
表
権
を
持
つ
こ
と
に
な

り
、
責
任
感
と
自
覚
も
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
岡
組
は
、
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
長
く

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
多
く
の
方
々
の
お
力
の
お

陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
二
十
八
年
前
に
亡
く

な
っ
た
父
が
、
大
切
に
し
て
い
た
言
葉
「
誠
実
に
優

る
知
恵
な
し
」
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
事
な
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
そ
の
月
の
花
の
絵
と
花
言
葉

を
一
枚
一
枚
描
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
御
縁
を
大

切
に
し
た
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
付

き
合
い
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
名

刺
を
貰
っ
て
頂
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

ゑ
り
華　

常
務
取
締
役

花
岡　

清
枝

㈱
岡
組
　
代
表
取
締
役
専
務

岡　
　

加
代

父
が
残
し
た
言
葉

　
　
…
「
誠
実
に
優
る
知
恵
な
し
」

Kanazawa Women's Corporate Association

仕
事
は
人
と
の
出
会
い
が
全
て

　
　
　
周
囲
へ
の
評
価
と
感
謝
が
大
切

（
担
当
…
富
田
征
子
・
武
部
淳
子
）

谷上 智子
日本郵便㈱金沢中央郵便局

郵便営業部
日本郵便㈱金沢中央郵便局

総務部

たにがみ　ともこ

松本 育子
日本郵便㈱北陸支社
郵便事業本部 営業部

まつもと　 いくこ

A.1

A.2

A.3

当時郵便局は国の機関でありました
が、他の官公庁と異なりお客様への
サービス向上を目指している魅力
的な会社だと思い、志望しました。
スポーツ選手を目指します。
（サッカー）
周囲の人に心配りができる女
性です。

A.1

A.2
A.3

赤バイクに乗り配達している
時のお客様対応で、いろんな
方のお役に立ちたいと営業
の仕事に携わりました。
お店を持ちたい。
誰からも相談される人物。
他人に優しく、自分に厳しく。

小林 宙乃子
傳丞通商㈱金沢大学

がん進展制御研究所

A.1

A.2
A.3

主人の仕事の手伝いで、少
しでも力になれればと思い
携わりました。
世界中を旅すること。
しんの通った自分をしっか
り持っている、それでいてし
なやかな女性。

山田 裕美子
大同生命保険㈱

やまだ　　  ゆみこ

A.1

A.2

A.3

初めての法人営業ということで戸惑い
ましたが、自分自身を高めるよい機会
かと思いチャレンジしました。今も日々
勉強です。
とにかく途中であきらめず、ずっと続ける
何かを見つけたいです。今まであきらめた
こと、途中でやめてしまったことが多かっ
たので、これからでも見つけたいです。
自立した女性。周りに素晴らしい先輩
方がいますので見習いたいと思います。

服部 和栄
大同生命保険㈱

はっとり　  かずえ

A.1

A.2

A.3

40才を過ぎた自分が今までの経
験を生かし営業という仕事でど
こまで出来るか挑戦しています。
勉強。学生時代にすべき事を
全力でやり直したい。
会社の先輩の様にいつも前向
きで勉強家。思いやりのある気
遣いのできる女性になりたい。

西谷 真由美
にしたに　　 まゆみ

A.1

A.2

A.3

子どもの頃から郵便屋さんが
大好きで、手紙をよく書いてい
ました。
今度は男性の人生を過ごして
みたいです。
元気で明るく、細やかな気づか
いの出来る女性を目指してい
ます。

こばやし　　 あやこ

銭谷 　泉
ぜにたに　　 いずみ

A.1
A.2

A.3

お友達からの紹介でした。
茶道を究めて外国で教えたい。
日本の文化をもっと深く学び大
切にしたいと思っております。
年を重ねても多方面において興味
のアンテナを保ち、学ぶ姿勢を忘
れずに心大きく、ゆとりを持って輝
いた女性を目指したいと存じます。

Q.1 今の仕事に携わった経緯
Q.2 生まれ変わったらやりたいこと
　　　　　　　　（仕事でも何でも）

Q.3 どういう女性を
　　　　　目指していますか

新入会員
紹介

友禅を題材にした女優岡田茉莉子出演の映画
に、夫妻で登場した 1 シーン

〜ブログやってます〜

・岡組施工ブログ（会社）

・極楽トンボの
パッチワーク（個人）

よかったら見て下さい。
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組織委員会

　部会員の増強の中心と
なり、当部会の活性化を
図る。

女性部会の委員会新組織

女性部会部会長

浅野　正子
㈱浅野歯科産業

委員長
若松恵美子
若松梱包運輸倉庫㈱

顧　　問

神谷ますみ
やちや酒造㈱

石田　智子　日本美装
石名坂房枝　石名坂製作所
大町　雅枝　生活文化社
桶川　雅子　桶川住吉商店
尾崎知恵子　山岸製作所
高　　由紀　エキスパート・フラップ

実行委員

委　　員

顧問…部会長経験者

元参与…金子　益子
　　　　  ㈱金子生花店

浅田　郁子
粟田志津枝
石田　好子
上野　光子
大西　福子
梶　　郁代
木澤　洋子
畔柳萬城子
紺谷　博子
清水　佳子
高岡　節子
竹山　教子
谷　　典子
俵　千枝子
鍔　　正美
直江由季子
中野　清美
中村　朝子
中村喜代美
西村百合子
西　　隆子
野村とし子
橋本　智江
幅田　博美

林　都志子
細川きよみ
本田美津子
宮川　昌江
村上美千子
森田　美枝
山本るみ子
吉田寿賀子
吉村　典子

社会貢献委員会

　タオル等の寄贈事業を
通して、地域社会に貢献す
る活動を行う。

委員長
南　逸子
㈲大一商会

池田由美子　池田商店
池田　祐子　トーシン通商
加葉田恵子　マルハ商店
斉田紀久栄　北国バンケットサービス
藤本　節子　泰和ゴム興業
細川エリ子　デンタルシステム

実行委員

委　　員

相川　隆子
油屋　令子
石倉　斜子
井口　千夏
上杉　輝子
江波　泰子
岡　　加代
加藤　若枝
記州　陽子
操川　節子
黒梅　京子
越野　孝子
小間井征子
坂北　知恵
澤田　悦子
嶋田　正代
鈴木せつよ
竹田　洋子
田村　道子
通善　なつ
土倉　雪子
徳本眞知子
中川　弘子
中田　光子

中西喜美枝
中村　則子
中本　圭子
新田　一光
服部　和栄
浜上美佐子
三崎　千鶴
宮永満祐美
盛岡　公恵
山田裕美子

研修・租税教育委員会

　研修を通して、自己啓発
を行い、よりよい経営者を
目指す。また租税教育、絵は
がきコンクールを推進する。

副委員長
矢津　光子
㈱ザクシス ヤズ

委員長
黒保　早苗
㈱ボンシェリ

猪村みどり　プレストサンケー商会
尾山外志子　神田木材
作田　節子　サクダ
髙田　晴子　ハートハウス
天光　美翠　花みやび　佳
長田真理子　エヌ・プランニング
村上　恵能　金沢インテリア

実行委員

委　　員

青井　信子
赤丸　智恵
荒木紀公乃
池田　容子
卯野久美子
大屋　節子
沖野真紀子
小田原桂子
木貞　明子
北　他紀子
蔵本　和美
小池　洋子
小林宙乃子
坂井外志子
笹川　愛子
渋谷　牧子
新屋　京子
銭谷　　泉
武内　和子
谷内　みほ
谷上　智子
寺田　典子
土肥美智子
中島　桂子

仲谷千恵子
中村　志保
中村　和子
中村　　要
中村智恵子
中山　雅美
西谷　真弓
新田　陽子
橋爪　智子
林　　和枝
藤井佳代子
松本　育子
水野美代子
村井　陽子
山口　綾乃
山中美英子
吉田　尚子
若松　順子

総務・広報委員会

　総会運営、交流会、広報
紙を担当し、女性部会を統
括する。

副委員長
喜楽万里子
㈱喜楽石油店

委員長
小竹　美子
エス・ケー・デー・ジャパン㈱

神田　國子　カンダ印刷
篠原ひろみ　丸六
砂川　公子　すなかわ
鶴賀　雄子　アトム運輸
富田　征子　カミオ
中山由美子　中山燃料

実行委員

委　　員

浅野　礼子
生垣　淑子
伊藤　真弓
大樋　容子
尾小山輝子
北川千恵子
城村　恵子
越原美津子
小杉　直子
酒井　和美
品野　隆子
杉本　洋子
多賀友里乃
武部　淳子
出村　里子
中川多美子
中野紀美代
中村笑美子
中村　惠子
中屋　倫江
西　千鶴子
西野　文子
西山美江子
羽岡　悦子

花岡　清枝
花出真由美
馬場　華幸
前田　幸枝
水出美津子
迎　まゆみ
村田　紀代
山崎加代子
山田喜代子
米澤　明子

副委員長
安田　和子
㈱雄神電業社

★平成25年10月2日現在の女性部会会員数は180名です。

副委員長
土田　初子
㈱大宣看板
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Kanazawa Women's Corporate Association

４月10日	 第１回正副部会長会議／第１回役員会／監事会議
４月12日	 第７回法人会全国女性フォーラム　群馬大会
４月13日	 第１回社会貢献活動
４月27日	 女性部会連絡協議会／正副会長・監事会議
５月11日	 第17回通常総会
	 <記念講演>｢元気な経営のヒミツはこれだ!!｣
	 　～第一線現場取材から掴んだ　“活力経営の秘密”
	 ㈲産業情報化新聞社　代表取締役　竹原　信夫氏
６月１日	 女性部会連絡協議会／第12回定時連絡協議会（総会）
	 <青連協・女連協合同　記念講演>
	 ｢改革の瞬間とその後｣～赤字企業から体脂肪計No.1へ～

㈱タニタ総合研究所　代表取締役社長　谷田　大輔氏
６月６日	 全女連女性部会連絡協議会／定時連絡協議会
６月12日	 第１回組織実行委員会
６月29日	 第２回正副部会長会議
７月６日	 第１回社会貢献実行委員会
７月13日	 第１回組織委員会
７月19日	 第１回総務･広報委員会
７月23日	 第２回社会貢献活動
８月７日	 第１回研修･租税教育実行委員会
	 第１回研修･租税教育委員会
８月22日	 第２回役員会
	 いちごプロジェクト研修会　｢節電による身近な省エネ｣
	 （一財）北陸電気保安協会　石川支店　沢崎　邦義氏
９月４日	 租税教室講師養成研修
９月18日	 第１回社会貢献委員会
９月19日	 第２回研修･租税教育実行委員会
９月21日	 第３回社会貢献活動
10月２日	 第１回研修会
	 ｢輝く女性であるために｣

元宝塚歌劇団月組トップスター　古城　都氏
	 第４回社会貢献活動
10月12日	 女性部会広報紙　“翔け女性たち”　第13号発行
10月16日	 被災地視察及び社会貢献活動
	 仙台市特養老人ホーム｢杜の里｣
	 仙台中法人会女性部会との交流懇談会
10月17日	 被災地視察及び社会貢献活動　南三陸町さんさん商店街
10月23日	 第５回社会貢献活動
11月11日	 ｢税を考える週間｣
   ～18日	 “税に関する絵はがきコンクール”作品掲示
11月13日	 第６回社会貢献活動
11月15日	 第１回レインボーコンサート、タオル等寄贈
	 石川整肢学園　金沢こども医療福祉センター
11月27日	 第２回レインボーコンサート、タオル等寄贈　希望が丘
11月28日	 第２回研修・租税教育委員会（租税教室体験会）
12月20日	 第３回研修・租税教育委員会（租税教室体験会）
１月16日	 租税教室　金沢市立額小学校
１月17日	 第７回社会貢献活動
１月22日	 第３回正副部会長会議
１月30日	 租税教室　金沢市立大徳小学校
２月５日	 新入部会員説明会
２月５日	 第３回役員会
２月18日	 第４回研修・租税教育委員会（絵はがきコンクール審査会）
２月18日	 第２回研修会
	 ｢こころを耕す　～未来を担う子供たちへ～　｣

ピアニスト　宮谷　理香氏
	 ｢税務調査の現場から　～調査官が経験したことかんじたこと｣

金沢税務署　税務広報広聴官　金森　久憲氏
	 第８回社会貢献活動／第９回社会貢献活動
３月５日	 『税に関する絵はがきコンクール』金沢税務署長賞表彰式
３月６日	 第２回社会貢献委員会
	 第10回社会貢献活動　聖霊乳児院・愛児院　タオル等寄贈
３月12日	 第２回組織委員会
３月15日	 第11回社会貢献活動
３月22日	 第２回総務･広報委員会
	 	
	 	 	
４月11日	 第８回法人会全国女性フォーラム　愛知大会
４月15日	 第１回社会貢献活動
４月18日	 女性部会連絡協議会／正副会長・監事会議
４月19日	 第１回正副部会長会議／第１回理事会／監事会議
６月３日	 全女連女性部会連絡協議会／定時連絡協議会
６月４日	 女性部会連絡協議会／第13回定時連絡協議会（総会）
	 <青連協・女連協合同　記念講演>
	 ｢中小企業に必要な人材とは？｣　　

㈱姫プランニング　代表取締役　踊瀬　かおり氏
６月７日	 第18回通常総会
６月21日	 第２回正副部会長会議
７月２日	 第２回理事会
７月17日	 第１回総務･広報委員会
７月18日	 第１回社会貢献実行委員会
７月25日	 第１回組織委員会
７月27日	 いちごプロジェクト活動　“木倉町ふうりん祭り”
７月31日	 第１回研修･租税教育実行委員会／第２回社会貢献活動
９月５日	 第１回研修･租税教育委員会／租税教室講師養成研修
９月27日	 第１回研修会／第３回社会貢献活動
	 	 ｢雪村友梅の生涯について｣　　　  作家　菅　淳一氏
10月８日	 第１回社会貢献委員会
10月17～18日	 視察研修（国会議事堂及び税務大学校租税史料館）
11月１日	 第２回総務・広報委員会

年 間 行 事
平成24年度

平成25年度

★県連（石川県内）★全法連（全国）

★

★

★

★

★

★

★

★

　

平
成
二
十
五
年
度
に
向

け
、副
委
員
長
、実
行
委
員
、

委
員
の
メ
ン
バ
ー
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た
。
新
人
を

迎
え
て
の
委
員
会
開
催
と

広
報
紙
の
作
成
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
総
会
の
開
催
と
交
流
会
、

そ
し
て
広
報
紙
「
翔
け
女
性
た
ち
」
の
編
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
は
、
女
性
部
会
の
年
間
の
す
べ
て
の
活

動
の
総
括
で
あ
り
、ス
タ
ー
ト
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

各
委
員
会
が
活
動
を
始
め
て
い
く
原
点
で
す
。

　

広
報
紙
は
金
沢
法
人
会
女
性
部
会
の
す
べ
て

の
活
動
の
記
録
で
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
頂
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
法

連
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
も
あ
り
、

ま
た
県
下
五
つ
の
法
人
会
か
ら
成
る
県
連
の
活

動
等
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
冊
で
、
年
間
の
活
動
の
す
べ
て
を
お

伝
え
す
る
紙
面
作
り
と
、
ど
な
た
に
で
も
興
味

を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
心
が
け
る
事
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

総
務
・
広
報
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

　
総
務
・
広
報
委
員
長
　
小
　
竹
　
美
　
子

　

こ
の
委
員
会
は
名
前
の
通

り
二
つ
の
活
動
を
担
っ
て
い

ま
す
。
研
修
会
は
、
年
に
二

回
開
催
す
る
こ
と
を
常
と
し

て
い
ま
す
。
う
ち
一
回
は
、

私
達
女
性
部
会
に
所
属
し
て

い
る
部
会
員
以
外
の
一
般
の
方
々
に
も
気
軽
に
楽

し
く
、
そ
し
て
教
養
を
兼
ね
た
テ
ー
マ
を
選
び
、

講
師
を
お
招
き
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
回
目
の
研
修
会
は
、
経
済
や
税
に
つ
い
て
学

ぶ
事
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
日
頃
な
か
な
か
ゆ
っ

く
り
と
そ
の
事
に
つ
い
て
向
き
合
う
機
会
の
無
い

方
に
と
っ
て
、
貴
重
な
勉
強
会
に
な
り
ま
す
。

　

租
税
教
室
は
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
、
申
込

み
の
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
赴
き
、
子
ど
も

達
に
解
り
や
す
く
尚
か
つ
楽
し
く
、
具
体
的
な
例

を
あ
げ
な
が
ら
参
加
型
の
授
業
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
関
連
活
動
と
し
て
、
全
国
で
も
人
気
の
高

い
絵
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル
に
自
分
達
が
感
じ
た
税

に
つ
い
て
の
思
い
を
絵
や
こ
と
ば
に
し
て
出
品
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
更
に
こ
の
活
動
を
大
き

な
も
の
に
す
る
為
、
新
し
い
プ
ラ
ン
を
加
え
な
が

ら
今
年
度
は
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

研
修
・
租
税
教
育
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

研
修
・
租
税
教
育
委
員
長
　
黒
　
保
　
早
　
苗

　

女
性
部
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
「
タ
オ
ル
・
石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」

に
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
は
、
本
会
・
青
年

部
会
の
皆
様
に
も
講
演
会
や
研
修

会
開
催
の
折
に
多
く
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
公
開
講
演
会
で
は
一
般
の
ご
来
場
者
の
皆
様
か
ら
も

ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
平
成
十
二
年
よ
り
継
続
し
て
い
る
病
院
や
施

設
へ
の
タ
オ
ル
等
の
寄
贈
と
共
に
、
今
年
で
四
回
目
に
な

る
施
設
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
二
施
設
）
の
開
催
を
引
き
続

き
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
思
い
が
け
ず
女
性
部
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
頂
い

た
企
業
様
よ
り
マ
ス
ク
二
万
枚
を
ご
寄
付
頂
き
、
早
速
寄

贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
タ
オ
ル
・
石
鹸
と
同
様
、
施
設

の
方
々
か
ら
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
四
月
よ
り
金
沢
法
人
会
は
公
益
社
団
法
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
社
会
貢
献
委
員
会
も
、
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
頂
け
る
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご
協
力
頂
き
ま
す
様
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
貢
献
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

社
会
貢
献
委
員
長
　
南
　
　
逸
子

　

組
織
委
員
会
の
委
員
長

と
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
い
つ
も
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
組
織
を
強
化
す
る
に

は
、
会
員
増
強
だ
け
で
は

な
く
、
部
会
員
相
互
の
交
流
を
図
り
、
退
会
の

防
止
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
女
性

部
会
の
主
旨
や
目
的
、
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
も
一
番
大
切
な
呼

び
掛
け
は
、
心
か
ら
皆
様
と
一
緒
に
研
修
や
活

動
を
し
た
い
と
お
伝
え
す
る
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
社
会
情
勢
は
色
々
変
化
す
る
事
も
あ
り

ま
す
が
、
部
会
員
同
士
情
報
交
換
し
な
が
ら
社

会
に
適
応
し
、
社
会
貢
献
を
し
な
が
ら
自
分
を

磨
い
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
費

を
納
め
て
頂
く
事
自
体
活
動
に
参
加
し
て
頂
い

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
行
事
だ
け
で
は
な
く
何

時
で
も
お
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。
今
年
度
か
ら

経
営
者
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
の
賛
助
会
員
と

し
て
の
入
会
も
出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

沢
山
の
新
し
い
会
員
さ
ん
と
お
知
り
合
い
に
な

れ
る
事
を
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

組
織
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

組
織
委
員
長
　
若
　
松
　
恵
美
子
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輝
く
女
性
で
あ
る
た
め
に

教養

元
宝
塚
歌
劇
団
月
組
男
役
　
古
城
　
　
都
氏

通
常
総
会
の
開
催

第
18
回

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日
㈫
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
に
於
い
て
、
元
宝
塚

歌
劇
団
月
組
男
役
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー

で
あ
っ
た
古
城
都
氏
を
お
迎
え
し
、

「
輝
く
女
性
で
あ
る
た
め
に
」
と
題
し

て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
籍
十
三
年
の
内
八
年
半
も
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
古
城

氏
は
、
自
分
の
魅
力
、
欠
点
を
常
に

意
識
し
て
生
活
す
る
事
が
大
切
で
、

そ
の
事
に
努
力
し
て
い
る
人
を
フ
ア

ン
は
必
ず
認
め
て
く
れ
ま
す
。
私
達
は
「
夢
を
売
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
そ
の
裏
は
厳
し
い
も
の
で
す
」
ま
た
、
こ
ぼ
れ
て
い
く
人
は
①
自

分
に
甘
い
人
②
こ
れ
か
ら
又
一
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
と
重

荷
に
思
っ
た
人
で
す
。
と
発
言
さ
れ
、
私
達
会
社
経
営
に
携
わ
っ
て
い

る
者
に
と
っ
て
も
ハ
ッ
！
と
さ
せ
ら
れ

る
コ
ト
バ
で
し
た
。
古
城
氏
の
そ
の
声

そ
の
話
し
方
は
正
に
、
体
か
ら
力
が
ほ

と
ば
し
る
勢
い
が
あ
り
、「
明
日
か
ら
ま

た
頑
張
ろ
う
」
と
思
わ
ず
言
っ
て
し
ま

う
程
、
力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂
き

ま
し
た
「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」
は
全
く
本

日
の
講
演
の
終
了
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
し
た
。

（
村
上　

恵
能 

記
）

　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日
㈪
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
で
、

第
二
回
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、小
中
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
谷
理
香

氏
の
演
奏
と
講
演
、
金
沢
税
務
署
税
務
広
報
広
聴
官
の
金

森
久
憲
氏
の
講
演
と
内
容
の
濃
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
ろ
を
耕
す

　
〜
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
〜
」

　

講
師
の
宮
谷
氏
の
『
心
を
耕
す
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
自
ら
の
「
能
力
、
素
質
を
磨
き
」「
芸
術
を
研
究

す
る
」
事
を
通
し
て
「
人
と
親
し
く
交
際
し
よ
う
と
努

め
」「
故
郷
を
耕
す
」
事
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

平
成
十
七
年
五
月
よ
り
平
成
二
十
三
年
十
月
ま
で
に

八
十
九
校
訪
問
し
、
平
成
二
十
四
年
度
中
に
百
校
の
訪

問
を
達
成
、
後
は
形
を
変
え
た
活
動
を
考
え
て
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
音
楽
を
通
し
て
三
つ
の
楽
し
み
を
伝
え

た
い
。
①
目
標
を
設
定
し
て
の
達
成
の
喜
び
、
音
楽
を

通
し
て
得
る
知
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
達
成
感
、
②
信
頼
に

応
え
る
幸
せ
、
③
忍
耐
を
乗

り
越
え
た
後
の
充
実
感
や
大

人
の
真
剣
な
姿
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
も
込
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
子
供
達

か
ら
も
「
心
を
耕
さ
れ
た
」

と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
第
二
回  

研
修
会

　
第
一
回  

研
修
会

ピ
ア
ニ
ス
ト
　
宮
谷
　
理
香
氏

第
一
部

　

平
成
二
十
五
年

六
月
七
日
㈮
、
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢

に
て
第
十
八
回
金

沢
法
人
会
女
性
部

会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
益
法
人
と
し

て
の
認
定
を
受

け
、
新
た
な
出
発

と
な
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
紹
介

後
、
浅
野
部
会
長

の
挨
拶
、
七
田
専
務
理
事
よ
り
女
性
部
会
会
則
改
正
の

件
及
び
役
員
改
選
の
件
が
上
程
さ
れ
審
議
の
後
、
平
成

二
十
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
が
開
宴
さ
れ
ま

し
た
。

金沢税務署、内藤副署長の祝辞

本会、吉田副会長の祝辞

税務
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社
会
貢
献
委
員
会
で
は
、
本
会
・
青
年
部
会
・
女
性
部

会
の
皆
様
に
講
演
会
や
研
修
会
開
催
の
折
に
、「
タ
オ
ル
・

石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
平
成
十
二
年
よ
り
継
続
し
て
い
る
病
院
や
施

設
へ
の
タ
オ
ル
等
の
寄
贈
と
共
に
、
今
年
で
四
回
目
に
な

る
施
設
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
二
施
設
）
の
開
催
を
予
定
。

　

女
性
部
会
は
平
成
二
十
四
年
十
月
に
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
へ
福
祉
施
設
の
慰
問
と
寄
贈
を
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
と
タ
オ
ル
計
九
五
〇
本

や
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
の
発
送
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
四
月
よ
り
新
た
に
公
益
法
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
地
域
社
会
に
更
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
（
南　

逸
子 

記
）

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
に
石
川
整
肢
学
園
・
金
沢

こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
二
十
七
日
に
社
会
福
祉
法

人
・
希
望
が
丘
で
タ
オ
ル
等
の
寄
贈
と
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
浅
野
正
子
部
会
長
よ
り
、
研
修
会
や
講
演
会

に
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ
り
持
ち
寄
っ
て
頂
い
た
タ
オ
ル
と
石

鹸
等
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
副
部
会
長
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
薔

薇
美
子
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
野
村
里
美
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、部
会
員
が
コ
ー
ラ
ス
を
担
当
。ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、

「
も
み
じ
」や「
村
ま
つ
り
」「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
」
な
ど
十
二
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
会
場
の
皆
さ
ん
も
、
出

演
者
と
共
に
曲
に
合
わ
せ
て
歌
を
口
ず
さ
み
、
手
を
た
た
き
、

タ
ン
バ
リ
ン
や
鈴
を
な
ら
し
て
体
を
動
か
す
な
ど
、
楽
し
い

交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。　
　
（
南　

逸
子 

記
）

　

一
月
十
六
日
額
小
学
校
八
十
九
名
、
一
月

三
十
日
大
徳
小
学
校
一
五
六
名
の
六
年
生

を
対
象
に
、
租
税
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

税
金
が
無
く
な
る
と
ど
ん
な
世
界
に
な
る

か
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
最
初
に
教
材

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

次
に
税
金
の
種
類
、
使
わ
れ
方
、
金
沢
の

税
金
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
形
式
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
学
習
し
ま

し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
児
童
か
ら
「
将
来
一
生
懸

命
働
い
て
し
っ
か
り
税
金
を
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」

と
感
想
を
頂
き
、

税
金
の
必
要
性
が

伝
わ
っ
た
事
に
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

（
天
光　

美
翠 

記
）

租
税
教
室

社
会
貢
献
活
動

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

★
寄
贈
先
★

石
川
整
肢
学
園

金
沢
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

タ
オ
ル
五
百
枚
、
石
鹸
二
百
個

  

マ
ス
ク
一
万
枚 

他

希
望
が
丘

  

タ
オ
ル
五
百
枚
、
石
鹸
百
個 

他

聖
霊
愛
児
園
・
乳
児
園

  

タ
オ
ル
四
百
五
十
枚
、
石
鹸
二
百
個

  

マ
ス
ク
四
千
枚 

他

女性部会活動

「
税
務
調
査
の
現
場
か
ら

　
〜
調
査
官
が
経
験
し
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
〜
」

　

税
務
調
査
は
何
を
考
え
て
や
っ
て
い
る
の
か
、
と
言

う
事
は
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
森
氏
個
人
の
思

い
を
話
し
た
い
と
の
前
置
き
の
後
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
調
査
が
使
命
と
考
え
年
内
の
目
標
に
沿
っ

て
行
い
ま
す
。
目
標
は
掲
げ
ま
す
が
、
ノ
ル
マ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
相
手
を
知
り
た
い
と
い
う
思
い
で
臨
ん
で

お
り
ま
す
。
社
長
の
思
い
を
知
り
、
実
際
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
た
い
、
真
実
を
知
り
た
い
為
い
ろ
い
ろ
の
面

か
ら
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
二
年
間
シ
ド
ニ
ー
に
駐
在
し
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
租
税
条
約
の
下
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。
調
査
事
務
は
国
内

の
み
で
す
が
、
海
外
取
引
に

広
く
目
を
向
け
、
課
税
さ
れ

て
い
な
い
も
の
が
な
い
か

各
国
共
通
の
認
識
と
し
て

や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

長
く
調
査
し
た
経
験
か

ら
、
不
正
は
絶
対
に
許
せ
な

い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

（
作
田　

節
子 

記
）

金
沢
税
務
署
税
務
広
報
広
聴
官
　
金
森
　
久
憲
氏

第
二
部

　

最
後
に
シ
ョ
パ
ン
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
ま

し
た
。
当
日
の
雨
模
様
に
ふ
さ
わ
し
い
「
雨
だ
れ
の
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
」
他
二
曲
、
宮
谷
氏
の
前
向
き
に
道
を
切

り
開
き
、
な
お
努
力
を
惜
し
ま
な
い
姿
に
、
そ
し
て
明

る
い
笑
顔
に
心
か
ら
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

（
作
田　

節
子 

記
）

▲税金が使われている建物はどれで
しょうか ? クイズに活発に手を挙げ
る児童達

１億円の札束レプリカを順番に▶
持ち、にぎわう児童達

金沢こども医療福祉センターにて
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あ
の
震
災
か
ら
二
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
放
射
能
も
れ

が
続
き
復
興
に
も
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
様
で
す
。
昨
年
十
月

十
六
日
か
ら
二
泊
三
日
で
、
浅
野
部
会
長
以
下
会
員
十
五
名
で
被

災
地
慰
問
と
仙
台
中
法
人
会
と
の
交
流
に
訪
れ
ま
し
た
。
訪
問
に

際
し
本
会
や
女
性
部
会
の
皆
様
に
義
援
金
の
ご
協
力
を
頂
き
、
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

初
日
は
仙
台
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
杜
の
里
」
を
訪
問
。
こ
こ
で
仙
台
女
性
部
会
長
以

下
十
名
の
部
会
員
の
皆
様
に
出
迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。
四
階
建
の
施
設
で
す
が
、
一
階
は
す
べ

て
被
害
を
受
け
使
用
不
可
能
の
状
態
で
し
た
。
日
頃
の
訓
練
で
、
一
人
の
犠
牲
者
も
な
く
避
難

で
き
た
と
の
事
で
し
た
。
そ
こ
で
義
援
金
三
十
万
円
の
他
バ
ス
タ
オ
ル
、
靴
下
等
贈
呈
さ
せ
て

頂
き
、
皆
様
と
唱
歌
を
歌
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
話
を
伺
っ
た
り
と
一
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
仙
台
中
法
人
会
の
会
長
の
か
ま
ぼ
こ
メ
ー
カ
ー
㈱
鐘
崎
様
の
工
場
を
見
学
、
震
災
時

の
状
況
を
伺
う
と
共
に
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
様
子
を
伺
い
ま

し
た
。
社
長
様
の
暖
か
い
お
人
柄
や
経
営
理
念
を
伺
い
、
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

仙
台
女
性
部
会
の
皆
様
と
も
な
ご
や
か
に
交
流
致
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
宮
城
県
の
南
三
陸
町
の
「
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
を
慰
問
。
す
べ
て
の
物
が
流
さ
れ
、

四
階
建
の
ビ
ル
の
上
に
車
が
乗
っ
て
い
る
状
況
に
絶

句
！
そ
ん
な
中
、
東
北
の
皆
様
の
辛
抱
強
く
住
民
自

ら
が
力
を
合
わ
せ
て
興
し
た
プ
レ
ハ
ブ
の
小
さ
な
商

店
街
に
、
浅
野
部
会
長
よ
り
義
援
金
二
十
万
円
、
タ

オ
ル
、
金
沢
銘
菓
等
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
の

副
会
長
様
の
ご
案
内
で
、
被
災
の
状
況
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ご
家
族
も
店
も
失
い
、
ご
自
分
も
足
に

ケ
ガ
を
負
い
な
が
ら
も
商
店
街
の
復
興
に
立
ち
向

か
っ
て
お
ら
れ
る
お
姿
に
、
胸
打
た
れ
る
思
い
で
し

た
。
最
終
日
は
平
泉
、
世
界
遺
産
の
中
尊
寺
を
巡
り

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
今
後
ど
の
様
に
東
北
支
援
の

お
手
伝
い
が
出
来
る
の
か
、
課
題
を
頂
い
た
慰
問
の

旅
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
篠
原
ひ
ろ
み 

記
）

　

第
八
回
法
人

会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
愛

知
大
会
が
、
平

成
二
十
五
年
四

月
十
一
日
㈭

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ

ス
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
信
長
・

秀
吉
・
家
康
が
先
輩
だ
！
」〜
未
来
に
つ
な
ぐ
、

力
ひ
と
つ
に
心
ひ
と
つ
に
〜
を
大
会
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
か
ら
三
百
九
十
八
会
・

千
七
百
人
余
り
が
集
い
、
盛
大
に
熱
気
あ
ふ

れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ
み
の
エ

レ
ガ
ン
ト
マ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
学
院
長
・
平
林

都
氏
を
迎
え
「
笑
顔
の
接
遇
で
人
生
が
変
わ

る
！！
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
接
遇
に
つ
い

て
、テ
レ
ビ
で
は
男
性
も
た
じ
た
じ
の
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、
少
し
マ
イ
ル
ド
な
感
じ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
は
、
全
法
連
女
性
部
会
連

絡
協
議
会
長
・
岩
井
紘
子
氏
、
愛
知
県
連
女

性
部
会
長
・
屬
（
さ
っ
か
）
ゆ
み
子
氏
の
歓

迎
挨
拶
に
続
き
、
地
元
の
ユ
ニ
ー
ク
な
名
古

屋
市
長
の
河
村
た
か
し
氏
の
歓
迎
あ
い
さ
つ

等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
の
懇
親
会
は
、
和
や
か
に
名
古
屋

名
物
を
食
材
に
舌
つ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら
交

流
を
は
か
り
ま
し
た
。
金
沢
か
ら
は
、
総
勢

十
三
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
う
ど
ん
県
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
香
川
県
が
開
催
予
定
地
で
す
。

　

翌
日
は
名
古
屋
城
、
徳
川
美
術
館
を
見
学
、

ノ
リ
タ
ケ
の
森
（
ノ
リ
タ
ケ
食
器
）
で
の
昼

食
を
と
り
、オ
ー
ル
ド
ノ
リ
タ
ケ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
帰
路
の
途
中
、
見
ご

ろ
を
少
し
過
ぎ
て
は
い
ま
し
た
が
、
岐
阜
県
・

根
尾
谷
の
薄
墨
桜
を
観
桜
す
る
こ
と
が
で
き

て
感
激
し
ま
し
た
。
夕
食
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
海
王
丸
を
バ
ッ
ク
に
、
富
山
・
新

湊
大
橋
近
く
の
店
で
美
味
し
い
フ
ラ
ン
ス
料

理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
今
回
の
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
の
感
想
を
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女

性
部
会
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
喜
楽　

万
里
子 

記
）

視
察
研
修
会

|
東
日
本
大
震
災
被
災
地
訪
問
の
旅
|

全 国

愛
知
大
会

特別養護老人ホーム「杜の里」にて「故郷」合唱

街全体が津波被害の中、早々に立ち上がった南三陸町商店街
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平
成
二
十
五
年
六
月
四
日
、
ホ
テ
ル
金
沢
に
於
い
て
第
十
三
回
定
時

連
絡
協
議
会
（
総
会
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
青
連
協
・
県
女
連

協
合
同
の
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
小
企
業
に
必
要
な
人
材
と
は
？
」
と
題
し
て
㈱
姫
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
代
表
取
締
役
・
踊
瀬
か
お
り
氏
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

踊
瀬
氏
は
三
重
県
出
身
。
平
成
十
九
年
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
独

立
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
た
販
促
物
の
企
画
・
製
作

に
従
事
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
に
は
、
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
編
集
、
出
版
物
の
製

作
を
経
て
化
粧
品
業
界
に
参
入
。
平
成
二
十
四
年
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
基

礎
化
粧
品
を
企
画
。
ア
ジ
ア
圏
進
出
を
視
野
に
入
れ
、
渋
谷
恵
比
寿
に

東
京
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
か
つ
て
、
求
人
広
告
の
営
業
で
、

人
事
担
当
者
二
千
百
人
と
面
談
。
人
材
に
つ
い
て
の
悩
み
が
断
ト
ツ
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
材
育
成
に
関
し
て
色
々
な
視
点
か
ら
講
演
し
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
師
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
採
用
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
電
話
や
履
歴
書
、
経

歴
書
か
ら
そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
見
る
必
要
性
が
あ
る
事
、
面

接
場
所
は
本
音
が
話
せ
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
が
良
い
事
、
経
営
者
側

が
求
職
者
に
業
務
内
容
や
活
躍
し
て
欲
し
い
点
を
明
確
に
伝
え
る
事
、

現
場
を
見
学
し
て
も
ら
う
事
が
大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
員
が
オ
フ
ィ
ス
で
気
持
ち
よ
く
働

い
て
も
ら
う
為
に
社
内
の
空
調
や
受
動

喫
煙
の
問
題
、
机
の
配
置
も
重
要
だ
と

い
う
事
な
ど
、
女
性
の
目
線
か
ら
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

人
間
関
係
の
相
性
を
タ
イ
プ
別
で
判

断
し
、
人
員
配
置
の
際
利
用
し
て
欲
し

い
事
、
経
営
者
側
と
し
て
社
員
に
常
に

親
心
で
接
し
て
欲
し
い
と
講
演
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　

  （
南　

逸
子 

記
）

　

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日
東
京
全
法
連
会

館
に
於
い
て
全
法
連
女
性
部
会
定
時
連
絡
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
五
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い

て
審
議
が
あ
り
、
続
い
て
「
法
人
会
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
知
大
会
」
に
つ
い
て
永
井

副
会
長
（
愛
知
）
よ
り
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

つ
い
て
は
、
女
性
部
会
の
租
税
教
育
活
動
に

お
け
る
基
幹
事
業
の
一
つ
と
し
て
、「
全
国

実
施
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
」
事

を
決
議
し
ま
し
た
。

　

今
夏
の
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
期
間
を
七
月
〜
九
月
と
し

て
全
国
の
女
性
部
会
で
広
く
節
電
行
動
を
呼

び
か
け
る
啓
蒙
活
動
を
行
う
事
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
各
地
域
で
こ
れ
ま
で
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
役
員
改
選
が
あ
り
、
政
所
新
会
長
、

岩
井
相
談
役
、
飯
田
前
相
談
役
の
ご
挨
拶
が

あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

（
南　

逸
子 

記
）

石
川
県
連
女
性
部
会

連
絡
協
議
会

　

女
性
部
会
で
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
租
税
教
室
と
合
わ
せ
て
税
に
関

し
て
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
。
金
沢
市
の
全
小
学
校
六
十
校

の
六
年
生
を
対
象
に
応
募
用
紙
を
配
布
。
そ
の
内
十
四
校
か
ら

三
百
三
十
三
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

税
の
大
切
さ
や
税
の
役
割
を
絵
は
が
き
一
枚
に
表
す
こ
と
で
、
税
に

関
し
て
の
知
識
が
深
ま
り
、
一
層
税
に
対
し
て
の
関
心
が
芽
生
え
ま
す
。

子
ど
も
達
が
一
枚
の
は
が
き
に
書
か
れ
た
税
金
の
絵
は
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
感
性
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
甲
乙
つ
け
難
く
大
変
苦
し
い
選
択

を
し
ま
し
た
。
今
年
は
入
賞
八
点
、
入
選
三
十
点
を
厳
選
の
上
選
び
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
金
沢
税
務
署
長
賞
を
受
け
た
小
立
野
小
学
校
の
中

村
さ
ん
の
作
品
は
北
陸
地
区
の
代
表
に
な
り
、
全
法
連
女
連
協
会
長
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
平
等
の
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
ら
れ
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
無
限
大

の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
素
晴
ら
し
い
活
動
と
な
る
様
に
、
願
っ
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田　

晴
子 

記
）

　

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日
、
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
て

「
節
電
に
よ
る
身
近
な
省
エ
ネ
」
と
題
し
て
、
北
陸
電
気
保
安
協
会
石

川
支
店
の
沢
崎
邦
義
氏
に
よ
る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
人
会
女

性
部
会
で
は
15
％
の
節
電
を
目
指
す
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い

う
活
動
が
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
15
％
の
節
電
を
目
指
し
具

体
的
な
省
エ
ネ
方
法
、
節
電
の
コ
ツ
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
無・

・

・

・

・

駄
な
便
利
を
止
め
る
様
に
！！
」
と
の
ご
指
導
が
強
く
心

に
残
り
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
…
…
。
節
電
と
は
各
自
の
意
識
で
す
ね
。

本
当
に
為
に
な
る
有
意
義
な
お
話
で
し
た
。　
　
　
（
安
田　

和
子 

記
）

絵はがきコンクール
金沢税務署長賞

全法連女連協会長賞
小立野小学校 中村咲月さん
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税について知ろう税について知ろう税について知ろう
　平成25年度の石川県の一般会計予算（当初予
算）は4,991億円で、このうち県民のみなさんに
納めていただく県税は1,157億円となっており、
県の重要な財源になっています。
　今回は、（１）県税の中でも法人とのかかわり
が深く、合計で県税の20％以上を占める「法人
県民税」と「法人事業税」について、（２）県民
及び県内の法人のみなさまにご協力をいただいて
おります「いしかわ森林環境税」について説明し
ます。

　県民税は、県の仕事に必要な費用を広く県民のみなさんからその能力に応じて負担していただく税金です。この県民税
のうち、県内に事務所・事業所などがある法人のみなさんに負担していただくのが法人県民税です。

平成25年度
税目別県税予算
（当初）

総額
1,157億円

個人県民税
374億円
（32.3%）

自動車税
178億円
（15.4%） 法人事業税

187億円
（16.2%）

地方消費税
162億円
（14.0%）

軽油引取税
100億円
（8.7%）

法人県民税
62億円
（5.4%）

ゴルフ場利用税・狩猟税・
核燃料税・鉱区税・旧法による税
13億円（1.1%）

県民税 447億円
（38.6%）

事業税 198億円（17.1%）

不動産取得税 24億円（2.1%）
自動車取得税 20億円（1.7%）

県たばこ税 15億円（1.3%）

個人事業税
11億円
（0.9%）

県民税利子割
11億円
（0.9%）

■法人県民税

（１）県内に事務所・事業所がある法人 ……………………………………………… 均等割と法人税割
（２）県内に寮など（寮、宿泊所、クラブ等）のみがある法人 …………………… 均等割
（３）人格のない社団もしくは財団又は公益法人等で代表者や管理人の定めのあるもののうち、
　　　　　・収益事業を行うもの ……………………………………………………… 均等割と法人税割
　　　　　・収益事業を行わないもの ………………………………………………… 非課税

　事業税は、事業を行う場合に道路などの各種の県の施設を利用して収益活動を行っていることから、その経費の一部を
負担していただく税金です。この事業税のうち、県内に事務所・事業所を設けて事業を行っている法人のみなさんに負担
していただくのが法人事業税です。

■法人事業税

　県内に事務所・事業所を設けて、事業を行っている法人のうち、
（１）資本金の額（又は出資金の額）が1億円を超える普通法人 …  所得割、付加価値割と資本割
（２）資本金の額（又は出資金の額）が1億円以下の普通法人
　　　人格のない社団、財団等（収益事業を行うもの） …………… 所得割
（３）特別法人 …………………………………………………………… 所得割
（４）電気・ガス供給業、保険業を営む法人 ………………………… 収入割
※　　所得割については、（１）・（２）・（３）の法人の種類によって税率が異なります。
※※　所得割・収入割の納税義務がある法人は、法人事業税とあわせて地方特別法人税（国税）を納めることになっています。

納める人

納める人

　石川県では、水源のかん養や山地災害の防止など、森林の多様な公益的機能が将来にわたって維持されるよう、社会全
体で森林環境の保全を図り、森林を良好な姿で次の世代に引き継いでいくことを目的として、「いしかわ森林環境税」を
平成19年4月1日から導入しています。

「いしかわ森林環境税」は、その全額を「いしかわ森林環境基金」へ積み立て、基金から必要な事
業へ充当して、使いみちが明らかになるよう管理を行い、公表しています。

■いしかわ森林環境税

〇納める人：個人及び法人の県民税均等割の納税義務者（県民税均等割に上乗せして課税されます。）
〇納める額：個人…年額500円
　　　　　　法人…均等割額の5％相当額
〇実施期間：個人…平成19年度分から平成28年度分
　　　　　　法人…平成19年4月1日から平成29年3月31日までの間に終了する事業年度分
〇税　　収：年3.7億円程度

（1）手入れ不足の人工林の整備
①強度間伐

②侵入竹の除去

（２）森づくり活動の支援

森林環境税の主な用途

●毎年10月に県民森づくり大会を開催

●過密化し、下草も生えない手入れ不足人工林
　（水を蓄える力が無く、土砂災害が起こりやすい）

●間伐後5年経過した人工林
　（林内が明るく下草や広葉樹が育ち
　　つつある健全な森林）

スギ等と侵入竹を伐採 再発生する竹を刈り払い、下草や広葉樹の育成を促す

将来は…

強度間伐
通常の間伐の2倍に当たる
40％程度の本数を一度に
間引きします。

●子供達を対象とした森林環境教育 ●ボランティアによる森づくり活動

ホオノキ ミズナラ

間伐後4年目までに
確認できた高木性広葉樹の一部

森林環境税の概要
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友
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加
賀
友
禅
を
着
て
、

石
川
県
の
P
R
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
参

加
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
中
。

金
沢
港
豪
華
客
船
を

加
賀
友
禅
ま
た
は
着

物
で
歓
迎
。

新
幹
線
開
通
時
に
加

賀
友
禅
を
来
て
お
出

迎
え
等
。

お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
ま
で
。

夢
・
ロ
マ
ン
感
じ
る
街
に
い
い
サ
イ
ン

◎
当
社
で
は
、
各
種
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内
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の
看
板
、
サ
イ
ン
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モ
ニ
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ン
ト
等
の
デ
ザ
イ
ン
・
企
画
・
設
計
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
た
ご
提
案
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。金沢市　大乗寺丘陵公園

今年の「石川の技能まつり」で
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も
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の
部
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で
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の
商
品（
ホ
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ス
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ト
、ク
ロ
ー
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ー
e
t
c
）を
扱
っ
て
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ま
す
。
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社
で
は
代
理
店
と

し
て
こ
れ
ら
の
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品
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に
や
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テ
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ー
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し
ま
し
た
。
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税について知ろう税について知ろう税について知ろう
　平成25年度の石川県の一般会計予算（当初予
算）は4,991億円で、このうち県民のみなさんに
納めていただく県税は1,157億円となっており、
県の重要な財源になっています。
　今回は、（１）県税の中でも法人とのかかわり
が深く、合計で県税の20％以上を占める「法人
県民税」と「法人事業税」について、（２）県民
及び県内の法人のみなさまにご協力をいただいて
おります「いしかわ森林環境税」について説明し
ます。

　県民税は、県の仕事に必要な費用を広く県民のみなさんからその能力に応じて負担していただく税金です。この県民税
のうち、県内に事務所・事業所などがある法人のみなさんに負担していただくのが法人県民税です。

平成25年度
税目別県税予算
（当初）
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（38.6%）
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（３）人格のない社団もしくは財団又は公益法人等で代表者や管理人の定めのあるもののうち、
　　　　　・収益事業を行うもの ……………………………………………………… 均等割と法人税割
　　　　　・収益事業を行わないもの ………………………………………………… 非課税

　事業税は、事業を行う場合に道路などの各種の県の施設を利用して収益活動を行っていることから、その経費の一部を
負担していただく税金です。この事業税のうち、県内に事務所・事業所を設けて事業を行っている法人のみなさんに負担
していただくのが法人事業税です。

■法人事業税

　県内に事務所・事業所を設けて、事業を行っている法人のうち、
（１）資本金の額（又は出資金の額）が1億円を超える普通法人 …  所得割、付加価値割と資本割
（２）資本金の額（又は出資金の額）が1億円以下の普通法人
　　　人格のない社団、財団等（収益事業を行うもの） …………… 所得割
（３）特別法人 …………………………………………………………… 所得割
（４）電気・ガス供給業、保険業を営む法人 ………………………… 収入割
※　　所得割については、（１）・（２）・（３）の法人の種類によって税率が異なります。
※※　所得割・収入割の納税義務がある法人は、法人事業税とあわせて地方特別法人税（国税）を納めることになっています。

納める人

納める人

　石川県では、水源のかん養や山地災害の防止など、森林の多様な公益的機能が将来にわたって維持されるよう、社会全
体で森林環境の保全を図り、森林を良好な姿で次の世代に引き継いでいくことを目的として、「いしかわ森林環境税」を
平成19年4月1日から導入しています。

「いしかわ森林環境税」は、その全額を「いしかわ森林環境基金」へ積み立て、基金から必要な事
業へ充当して、使いみちが明らかになるよう管理を行い、公表しています。

■いしかわ森林環境税

〇納める人：個人及び法人の県民税均等割の納税義務者（県民税均等割に上乗せして課税されます。）
〇納める額：個人…年額500円
　　　　　　法人…均等割額の5％相当額
〇実施期間：個人…平成19年度分から平成28年度分
　　　　　　法人…平成19年4月1日から平成29年3月31日までの間に終了する事業年度分
〇税　　収：年3.7億円程度

（1）手入れ不足の人工林の整備
①強度間伐

②侵入竹の除去

（２）森づくり活動の支援

森林環境税の主な用途

●毎年10月に県民森づくり大会を開催

●過密化し、下草も生えない手入れ不足人工林
　（水を蓄える力が無く、土砂災害が起こりやすい）

●間伐後5年経過した人工林
　（林内が明るく下草や広葉樹が育ち
　　つつある健全な森林）

スギ等と侵入竹を伐採 再発生する竹を刈り払い、下草や広葉樹の育成を促す
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強度間伐
通常の間伐の2倍に当たる
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間引きします。
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

携
帯
電
話
や
電
子
通
信
が
普
及
し
、
パ
ソ
コ

ン
や
電
子
辞
書
が
知
り
た
い
情
報
に
即
答
し
て

く
れ
ま
す
。
ペ
ン
を
取
り
、
時
候
の
挨
拶
か
ら

書
き
出
し
て
い
た
手
紙
も
徐
々
に
出
さ
な
く
な

り
、
い
つ
の
間
に
か
漢
字
が
書
け
な
く
な
っ
て

い
る
自
分
に
ぞ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
「
納
税
の
歌
」
が
六
十
五

年
ぶ
り
に
金
沢
発
で
発
信
さ
れ
ま
し
た
が
、
女

性
部
会
の
活
動
の
一
環
で
あ
る
「
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
生
み
出
し
た
「
税
金
の
歌
」
が

札
幌
西
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
に
小
学
六
年
生
の
女
の

子
が
作
詞
・
作
曲
し
た
歌
が
五
線
譜
と
と
も
に

色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
た
と
か
。
便
利
な
ツ
ー

ル
を
使
い
、
時
間
の
エ
コ
を
競
う
よ
う
な
毎
日

の
中
、
何
か
原
点
に
返
る
話
し
の
よ
う
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
女
性
部
会
の
広
報
紙
が
皆
様

の
ご
努
力
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
公
益
法
人
と

し
て
の
法
人
会
の
役
割
を
皆
様
と
共
に
果
た
し

て
い
き
た
い
と
事
務
局
一
同
、
改
め
て
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

金
沢
法
人
会
女
性
部
会
の
広
報
紙
を
作
る
事
は
、
活
動

記
録
で
あ
り
広
報
活
動
で
す
。
四
つ
の
委
員
会
か
ら
成
る

女
性
部
会
全
体
の
記
録
で
す
。

　

総
務
委
員
会
が
編
集
を
行
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
各
委
員
会
の
皆
様
に
原
稿
を
書
い
て
頂
く
事
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
参
加
意
識
や
自
覚
を
高
め
、
私
達
の
委

員
会
の
活
動
を
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
記
録

に
留
め
る
事
が
本
紙
の
目
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
原
稿
を
お
願
い
す
る
事
は
、
実
際
に
は

よ
り
多
く
の
仕
事
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
言
葉
も
、
各

人
多
種
多
様
で
あ
り
、
多
く
の
方
々
と
の
書
類
の
や
り
取

り
に
も
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
く
事
を

基
本
と
し
て
、
毎
年
紙
面
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
当
会
が

本
年
よ
り
公
益
法
人
化
さ
れ
た
今
、
広
報
と
い
う
ひ
と
つ

の
報
道
で
あ
る
と
い
う
編
集
の
主
旨
を
、
一
層
皆
様
に
心

に
留
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
小
竹　

美
子 

記
）

総務・広報委員会

カンダ印刷

小竹　美子《委 員 長》

神田　國子　篠原ひろみ
砂川　公子　鶴賀　雄子
富田　征子　中山由美子

《副委員長》

《実行委員》

《委　　員》

土田　初子

34名

編集発行人

印刷所

企業繁栄のため、女性の豊かな感性と創造性を活かし、税知識や各種研修会、
視察研修を通して資質の向上を図り、地域社会への貢献に努めています。

金沢法人会女性部会は 1995 年 6 月に設立され、現在約 180 名の会員で組織されております。
本会の趣旨に賛同なさる方ならどなたでも、年齢に制限なく入会できます。入会ご希望の方は、法人
会事務局へお申し込み下さい。
※金沢法人会の本会に加入されていること（賛助会員を含む）が条件となります。

●年会費  3,000 円

金沢法人会女性部会
〒920-0919　金沢市南町4-60　金沢大同生命ビル2階
TEL 076（222）2907　　FAX 076（224）2239
URL  http://www.kanazawa-houjinkai.or.jp
E-mail : inc@kanazawa-houjinkai.or.jp

《連絡先》

貴女のご入会、心より
お待ちしております。

金
沢
法
人
会
事
務
局
だ
よ
り
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